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世界産業分類基準（GICS）

及び S&P 米国セクター指

数・セレクト産業指数の概要 

GICS®とは何か、なぜ GICS が重要

なのか？ 

世界産業分類基準（GICS）とは、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックス

（S&P DJI）と MSCI が 1999 年に共同開発した産業分類です。世界の金融

コミュニティの間では、産業に関する正確、完全、かつ標準的な定義が求

められており、GICSはこうしたニーズに応えるように設計されています。

この枠組みは、S&P 500®セクター指数及び S&Pセレクト産業指数など、

セクター別ベンチマークの基盤となっており、比較可能な分析やセクター

別投資を可能にします。 

GICS の主な特徴 

– 普遍性：世界中の企業に適用可能である。 

– 柔軟性：最も大まかな分類であるセクターから、最も細分化された産

業サブグループまで、4つの階層で構成されている。 

– 信頼性：投資リサーチ、ポートフォリオ運用、及び資産配分のための

正確かつ完全な産業分類の枠組みである。 

– 進化：GICSは毎年見直され、グローバル市場の現状を正確に表すよ

うに維持される。 

mailto:fei.wang@spglobal.com
https://on.spdji.com/SignUp.html?src=DocFooters
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セクター分類はなぜ重要なのか？ 

GICS は、共通の分類基準を提供するだけでなく、業種分類がリスクやパフォーマンスの分析に直接影

響を及ぼすことから、投資リサーチ、ポートフォリオ運用、及び資産配分などにおいて重要な役割を

果たしています。事業活動や収益構成が類似している企業は、市場パフォーマンスを左右する要因に対

して同様の感応度を示す可能性が高いと言えます。こうした企業を同じ枠組みの下でグループ化するこ

とで、市場参加者は市場セグメント間のパフォーマンスやリスクを適切に比較することができます。 

GICS は階層構造を採用しているため、市場参加者はより細かな分類レベルまで掘り下げ、目的に応じ

て緻密な分析を行うことが可能です。 

企業の事業実態や市場セグメントの状況を適切に反映した企業分類を維持するためには、分類体系を

継続的に見直していくことが不可欠です。GICSは、この課題に対応することで、市場分析の透明性と

効率性の向上を目指しています。 

GICS は誰が利用しているのか？主な活用方法は？ 

GICS メソドロジーは、産業分析の枠組みとして広く受け入れられており、投資リサーチ、ポートフォ

リオ運用、及び資産配分などにおいて重要な役割を果たします。個人投資家、資産オーナー、資産運

用会社、指数プロバイダー、及びリサーチ・アナリストなど、幅広い市場参加者が一貫したコミュニ

ケーションや分析を実現するために、GICSの枠組みを積極的に活用しています。  

GICS の主な活用例は以下の通りです： 

– セクター別のパフォーマンス分析及び要因分析 

– ポートフォリオのエクスポージャー及び分散状況の評価 

– ベンチマークの構築及び比較 

– 資産配分及びリスク管理 

GICS の階層構造 

GICS は、4 つの階層（セクター、産業グループ、産業、及び産業サブグループ）で構成される分類体

系です。現在、GICSには 11 のセクターがあり、市場コメント、ポートフォリオ分析、及びセクター

別投資において最も広く参照される最上位の分類となっています。 
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図表 1：GICS の階層構造及び 11 の GICS セクター 

 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス LLC。詳細については、世界産業分類基準（GICS）メソドロジー1をご覧ください。図表は説

明目的のために提示されています。 

各企業についての完全な GICS 分類は、8 桁のコードと、分類内容を示す説明文で構成されています。

このコード・システムは、階層が下がるごとに 2桁ずつコードが追加される仕組みとなっており、各

GICS 階層を容易に識別できるとともに、階層間で一貫性のある分類体系が維持されています。 

図表 2：Nvidia の GICS 分類の例 

階層 分類 GICS コード 

セクター 情報技術 45 

産業グループ 半導体・半導体製造装置 4530 

産業 半導体・半導体製造装置 453010 

産業サブグループ 半導体 45301020 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス LLC。表は説明目的のために提示されています。 

S&P DJI と MSCI は GICS構造を定期的に見直します。必要に応じて、有識者による諮問委員会や市場

参加者との公開相談を実施しています。 

 
1 詳細については、世界産業分類基準（GICS）メソドロジーをご覧ください。 
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GICS における企業の分類方法 

GICS では、企業をその主な事業活動に基づいて分類します。一般的には、売上高の大半を生み出して

いる事業活動を最も適切に反映する産業サブグループに企業を分類します。また、特に企業が複数の

分野で事業を展開している場合には、利益構成や、市場での認識も考慮します。 

企業は、その主な事業活動に基づいて 163 の産業サブグループのいずれかに分類されます。この分類

を基に、より上位の分類へと順に、74 の産業、25 の産業グループ、そして 11 の GICSセクターのい

ずれかへの分類が決定されます。 

GICS の企業分類は、市場参加者からのフィードバックや変化する市場環境を踏まえて毎年見直されて

おり、世界経済の実態を的確に反映したものとなるよう維持されています。 

代表的な例として挙げられるのが Amazon です。Amazon はクラウド事業において大きな存在感を示し

ており、目覚ましい成長を遂げていることから、多くの市場参加者は、なぜ Amazon が情報技術セク

ターではなく、一般消費財・サービス・セクターの「大規模小売り」に分類されているかについて疑

問を抱いています。しかし、2025 年 12 月時点で、Amazon の売上高の大半は依然として小売事業から

生み出されており、Amazon Web Services（AWS）に由来する売上高は全体の 5 分の 1 未満にとどま

っています2。主たる事業活動に基づいて企業を分類するという原則を踏まえると、Amazon を「大規

模小売り」に分類することは妥当であると言えます。 

図表 3：主な事業活動の判断

 
出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス LLC。詳細については、世界産業分類基準（GICS）メソドロジー1をご覧ください。図表は説

明目的のために提示されています。 

 
2  Amazon.com, Inc. Amazon.com Announces Fourth Quarter Results 
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事業活動が2つ以上のセクターにま
たがり、いずれのセクターも主た
る事業活動となっていない場合

売上高と利益を合わせて最も大きな割合を

占める産業サブグループに分類する

過度な分類変更を防ぐため、売上
高が60%以上という基準を満たし
た場合にのみ分類を変更する

https://ir.aboutamazon.com/news-release/news-release-details/2026/Amazon-com-Announces-Fourth-Quarter-Results/#:~:text=Net%20sales%20increased%2012%25%20to,months%20ended%20December%2031,%202024.
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セクター構造はどのように変化しているか？ 

GICS は 30 年近くにわたり、絶えず変化するグローバル市場や投資家ニーズを反映しながら、大きな

構造的変化を遂げてきました。その中でも、不動産セクター（2016 年）とコミュニケーション・サー

ビス・セクター（2018 年）の創設は、GICS構造における最も重要な進化の一つでした。 

– 2016 年には、不動産が金融セクターから分離し、11 番目のセクターとなりました。この変更

は、不動産関連企業が有する独自の特性を反映したものであり、1999 年に GICSが創設されて以

降で初めてのセクターの追加となりました。不動産セクターが独立したセクターとして新設され

たことは、セクター分析や関連する金融商品の開発に大きな影響を及ぼしました。 

– 2018 年には、電気通信サービス・セクターの対象範囲が拡大されるとともに、名称がコミュニ

ケーション・サービス・セクターへと変更されました。このセクターには、様々な媒体を通じて

コミュニケーションを支え、関連するコンテンツや情報を提供する企業が新たに組み入れられま

した。また、新しいセクターには情報技術セクターの主要な構成要素（例えば、インターネッ

ト・ソフトウェア・サービスなど）や一般消費財・サービス・セクターの主要な構成要素（例え

ば、メディアなど）が統合されました。その結果、セクター間で大規模な分類変更が行われ、各

セクターの構成にも大きな変化が生じました。 

– 2023 年の GICS構成の変更は、より的を絞った見直しとなりました。具体的には、小売企業の

オムニチャネル戦略に対応するため、新たに「大規模小売り」産業サブグループが設けられまし

た。また、情報技術セクターの「情報処理・外注サービス」産業サブグループが廃止されたこと

により、この産業サブグループに分類されていた企業は、資本財・サービス・セクター及び金融

セクターに再分類されました。代表的な例としては、Target の分類が一般消費財・サービス・セ

クターから生活必需品セクターに、Visa と Mastercard の分類が情報技術セクターから金融セク

ターにそれぞれ変更されました。 

こうした大規模な変更は一朝一夕に行われるものではなく、市場参加者との綿密な対話と幅広い分析

を経て決定されます。これにより、GICSは強靭性を維持するとともに、進化する産業構造を適切に反

映した分類体系を確保しています。詳細については、GICS の変更履歴及び関連資料をご覧ください。 

https://press.spglobal.com/2016-03-08-S-P-Dow-Jones-Indices-And-MSCI-Revisions-To-The-Global-Industry-Classification-Standard-GICS-Structure?utm_source=pdf_education
https://press.spglobal.com/2017-11-15-S-P-Dow-Jones-Indices-And-MSCI-Announce-Revisions-To-The-Global-Industry-Classification-Standard-GICS-R-Structure-In-2018?utm_source=pdf_education
https://press.spglobal.com/2017-11-15-S-P-Dow-Jones-Indices-And-MSCI-Announce-Revisions-To-The-Global-Industry-Classification-Standard-GICS-R-Structure-In-2018?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/indexnews/announcements/20220331-1451157/1451157_gicspressrelease31march2022.pdf?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/methodologies/methodology-gics.pdf?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/landing/topic/gics/
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S&P 米国セクター指数・セレクト産業指数におけ

る GICS の役割 

GICS は、S&P 米国セクター指数・セレクト産業指数の構造的基盤として機能しています。これらの指

数は、それぞれのベンチマーク指数の構成銘柄を GICS 分類に従って集約することで構築されており、

市場全体を構成する各セグメントを、明確かつ一貫した基準で表しています。 

S&P DJI が提供する幅広いセクター指数及び産業指数の中でも、セレクト・セクター指数®及び S&P 

セレクト産業指数は、米国市場を代表とする主要なベンチマークとして広く利用されています。 

浮動株調整後時価総額加重方式を採用している S&P 500 セクター指数と同様に、各セレクト・セクタ

ー指数には、特定の GICSセクターに属する S&P 500 の全構成銘柄が組み込まれています。ただし、

セレクト・セクター指数では、キャップド時価総額加重メソドロジーを採用しています。この加重方

式は、米国内国歳入法及び 1940 年投資会社法の下で、投資会社に義務付けられる特定の分散投資要件

を反映することを目的としています3。 

結果として、この 2 つの指数シリーズのパフォーマンスの違いは、主に指数の構成銘柄の違いではな

く、ウェイト付けメソドロジーの違いを反映したものとなっています。例えば、2025 年 12 月 31日時

点における過去 3 年間の年率リターンは、S&P 500 情報技術指数（TR）が 38.81%であったのに対

し、テクノロジー・セレクト・セクター指数（TR）は 33.34%にとどまりました。 

一方、S&P セレクト産業指数は、S&P トータル・マーケット指数（TMI）を親指数としており、特定

の GICS産業サブグループ、または複数の関連する産業サブグループで構成される業種のパフォーマン

スを測定します。構成銘柄は、企業の GICS分類に加え、流動性及び時価総額の要件に基づいて選択

されます。単一の産業サブグループを対象とする指数もあれば、関連する複数の産業サブグループを組

み合わせることで、特定の業種セグメントを包括的にカバーする指数もあります。 

例えば、S&P 航空宇宙・防衛セレクト産業指数は、「航空宇宙・防衛」産業サブグループ（GICS 

20101010）のみを対象としています。一方、S&P 資本市場セレクト産業指数は、「「資本市場」産業を

構成する 4 つの産業サブグループすべて（GICS 40203010～40203040）を対象としています。このよ

うなアプローチにより、対象とする業種を一貫性を保ちながら網羅的に表すことができます。 

 
3  詳細については、S&P DJI の「株価指数の方針及び実務メソドロジー」の「規制上のキャッピング要件」セクションを参照ください。 

https://www.spglobal.com/spdji/en/landing/investment-themes/select-sector/?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-select-industry-indices-methodology/?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-select-industry-indices-methodology/?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/indices/equity/sp-500-information-technology-sector/?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/indices/equity/technology-select-sector-index/?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/indices/equity/sp-total-market-index-tmi/#overview
https://www.spglobal.com/spdji/en/indices/equity/sp-aerospace-defense-select-industry-index/?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/indices/equity/sp-capital-markets-select-industry-index/?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/methodologies/methodology-sp-equity-indices-policies-practices.pdf
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進化を続ける GICSの構成と同様に、セレクト・セクター指数及び S&Pセレクト産業指数も、市場動

向や市場環境の変化を反映するため、継続的に見直されています。直近のアップデートは以下の通りで

す。 

– S&P セレクト産業指数では、2024 年 6 月のリバランスにおいて、指数連動型上場商品の運用資

産残高（AUM）を考慮するとともに、構成銘柄の最大ウェイトに関する追加的な制約を導入しま

した。これにより、投資家は指数に連動する運用を行う際の流動性や売買執行上の課題を軽減す

ることができます。 

– 2024 年 9 月のリバランスでは、セレクト・セクター指数における一部の大型銘柄のウェイトが

浮動株調整後時価総額ウェイトから大きく乖離していたことを受け、「イテレーティブ・キャッピ

ング」方式が導入されました。これは、上限を超える銘柄のウェイトを上限まで引き下げ、その

結果生じたウェイトを他の構成銘柄に配分するプロセスを繰り返す方式です。この新たなメカニ

ズムは従来のキャッピング方式に代わるものであり、構成銘柄のウェイトに生じる「ウェイト・

クリフ（上限付近で構成銘柄のウェイトが急激に変化する現象）」や「フリップ・フロップ（リ

バランスのたびにウェイトが大きく変動する現象）」といった問題の軽減を目的としています。 

これらの代表的な指数に加え、S&P DJI は、幅広いセクター指数及び産業指数も提供しています。例え

ば、均等ウェイト指数、35/20 キャップド指数、15/60 キャップド指数といった代替ウェイト付け方式

を採用した指数や、S&P 中型株 400®セクター指数、S&P 小型株 600®セクター指数といった時価総額

別の指数シリーズ、さらに S&P 500 シャリア・セクター指数及び S&P 500 プラス・エンハンスト加

重・スクリーンド・セクター指数といった特定のガイドラインに基づいて設計された指数などがあり

ます。S&P セクター指数及び産業指数に関する詳細については、付属資料を参照ください。 

グローバル株価指数における米国セクターの重要性 

米国は世界最大の株式市場であるだけでなく、米国の各セクターも世界的に大きな影響力を示してい

ます。2025 年 12 月時点で、S&P グローバル総合指数（BMI）における米国株式の時価総額構成比は

61%を占めていました。さらに、国別ウェイトを見ると、S&P グローバル総合指数（BMI）の全セク

ターにおいて、米国株式が最大となっており、GICSの 11 セクターうち 8セクターで時価総額の半分

以上を占めていました。 

  

https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/indexnews/announcements/20240315-1471183/1471183_sp-select-industry-indices-consult-results-3-15-2024.pdf?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/indexnews/announcements/20240903-1474128/1474128_sp-select-sector-indices-results-20240903.pdf?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/indices/equity/sp-global-bmi/?utm_source=pdf_education


世界産業分類基準（GICS）及び S&P 米国セクター指数・セレクト産業指数の概要 2026 年 4 月 

Index Education 8 

図表 4：S&P グローバル総合指数（BMI）のセクターにおける米国のウェイト 

 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス LLC。2025年 12 月 31 日現在のデータであり、S&P グローバル総合指数（BMI）に基づいてい

ます。過去のパフォーマンスは将来の結果を保証するものではありません。図表は説明目的のために提示されています。 

その他の国・地域と比較すると、米国市場は独自のセクター・ウェイトを示しています。例えば、

2025 年 12 月時点で、米国は世界のその他の国・地域と比べて情報技術セクター及びコミュニケーシ

ョン・サービス・セクターのウェイトが大幅に高い一方、金融セクター及びエネルギー・セクターの

ウェイトは低くなっていました。したがって、米国セクターを考慮することで、海外の市場参加者は

ホームバイアスを軽減し、セクター・ウェイトを世界全体のセクター構成に近づけることができる可

能性があります。 
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図表 5：相対セクター・ウェイトは、地域によって大きな違いがある 

指標 米国 カナダ 
ラテンアメリ

カ 
汎アジア 欧州 

中東・アフリ

カ 
合計ウェイト 

S&P グローバル 

BMI に占める割合 
61.4 3.1 0.8 18.6 14.3 1.5 99.6 

セクター名 米国(%) カナダ(%) 
ラテンアメリ

カ(%) 
汎アジア(%) 欧州(%) 

中東・アフリ

カ(%) 

合計ウェイト

(%) 

情報技術 32.6 -22.81 -32.08 -10.81 -25.46 -31.67 -5.14 

金融 13.7 19.40 19.86 4.92 10.18 26.77 17.81 

ヘルスケア 9.3 0.81 -0.18 5.78 10.06 -4.13 -0.38 

一般消費財・サー

ビス 
10.4 -6.98 -6.37 3.12 -1.74 -2.22 -7.64 

資本財・サービス 10.1 -9.39 -8.74 -4.82 3.31 -8.10 -0.42 

コミュニケーショ

ン・サービス 
9.8 -8.66 -5.77 -2.95 -6.14 -2.43 -7.19 

生活必需品 4.5 -1.10 6.78 -0.38 3.89 -0.18 -2.47 

エネルギー 2.2 16.91 16.38 4.90 3.21 13.84 -0.52 

不動産 2.9 12.16 3.91 -0.64 1.18 2.62 -1.20 

素材 2.2 0.84 5.55 -0.28 2.09 0.39 1.50 

公益事業 2.2 -1.16 0.66 1.16 -0.58 5.10 5.66 

合計ウェイト 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

 米国に対してアンダーウェイト 

 米国に対してオーバーウェイト 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス LLC。2025年 12 月 31 日現在のデータであり、S&P グローバル総合指数（BMI）に基づいてい

ます。使用されている指数は、S&P 米国 BMI、S&P カナダ BMI、S&P ラテンアメリカ BMI、S&P 汎アジア BMI、S&P 欧州 BMI であり、中

東・アフリカについては、S&P イスラエル BMI と S&P 新興国中東・アフリカ BMI を組み合わせています。過去のパフォーマンスは将来の

結果を保証するものではありません。図表は説明目的のために提示されています。 
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付属資料 

図表 6：セクター指数及び産業指数の概要 

規模の範囲 
浮動株調整後時価総額

（FMC）加重 
キャップド 均等ウェイト 

大型株 S&P 100   

大型株 

S&P 500 （FMC 加重） セレクト・セクター指数* 
S&P 500 均等ウェイト・セク

ター指数 

S&P 500（除くセクター）指数

（特定のセクターを除く） 
S&P 500 キャップド 35/20 指数** 

S&P 500 プラス均等ウェイ

ト・セクター指数 

S&P 500 プラス指数（複数の

セクターを組み合わせる） 

S&P セレクト・セクター日次キャップ

ド 35/20 指数** 

S&P 500 セクター均等配分指

数^ 

S&P 500 シャリア・セクター

指数（特定の企業を除く） 

S&P セレクト・セクター・キャップド

20%指数** 

S&P 500 セクター上位 5 均等

キャップド指数^^ 

 

S&P セレクト・セクター15/60 指数 
S&P 500 セクター上位 10 均等

キャップド指数^^ 

S&P セレクト・セクター15/40 Plus プ

ラス指数  

 

S&P 500 プラス・セクター・エンハン

スト加重・スクリーンド指数*** 

S&P 500 消費セレクト 15/60 指数 

S&P 500 半導体・半導体製造装置（産

業グループ）35%キャップド指数（米

ドル） 

中型株 S&P 400®指数 S&P 中型株 400キャップド指数* 
S&P 400 均等ウェイト・セク

ター指数 

小型株 S&P 600®指数 S&P 小型株 600キャップド指数* 
S&P 600 均等ウェイト・セク

ター指数 

総合 

S&P コンポジット 1500®指数 
 S&P コンポジット 1500 均等ウ

ェイト指数 S&P コンポジット 1500 （除く

セクター）指数 

トータル・マーケット 
S&P トータル・マーケット指

数（TMI） 
 S&P セレクト産業指数 ^^^ 

大型株  S&P 900 銀行（産業）7/4 キャップド

指数 
 

中小型株 
S&P 1000®指数 

 

S&P 1000（除く不動産）指数 

コンプリーション 

S&P コンプリーション指数

（S&P TMI（除く S&P 500）

指数） 

  

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス LLC。2026 年 3 月現在の情報。表は説明目的のために提示されています。 

* RIC キャッピング・ルール、**UCITS（譲渡可能証券を投資対象とする集団投資事業に関する EU 指令）指令。規制上のキャッピング要件の詳細については、

株価指数の方針及び実務を参照ください。 

*** この指数は、持続可能性及び ESG 特性の向上、環境目標の達成、ならびに指数レベルでのカーボンフットプリントの削減を総合的に実現できるよう、構成銘

柄の選択及びウェイト付けが行われています。詳細については、S&P 500 プラス・セクター・エンハンスト加重・スクリーンド指数メソドロジーを参照くださ

い。 

^ この指数は、浮動株調整後時価総額（FMC）加重方式を採用する S&P 500 セクター指数（コンポーネント指数）の均等ウェイトのパフォーマンスを測定する

加重リターン指数です。詳細については、S&P 米国株価指数メソドロジーを参照ください。 

^^ この指数は、S&P 500 セクター指数において、浮動株調整後時価総額（FMC）で上位 5 社（10 社）のパフォーマンスについて均等ウェイトのパフォーマンス

を測定します。詳細については、S&P 米国株価指数メソドロジーを参照ください。 

^^^ 四半期ごとのリバランス時点で、まず構成銘柄に均等ウェイトを割り当て、その後、所定の理論ポートフォリオ価額（TPV）を前提として、各構成銘柄の指

数ウェイトが浮動株調整後時価総額（FMC）の 4.5%及び 3 営業日で売買可能な金額を超えないようによう調整されます。詳細については、S&P セレクト産業指

数メソドロジーを参照ください。 

https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/methodologies/methodology-sp-equity-indices-policies-practices.pdf?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-500-plus-sector-enhanced-weighted-screened-indices-methodology/?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-us-indices-methodology/?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-us-indices-methodology/?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-select-industry-indices-methodology/?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-select-industry-indices-methodology/?utm_source=pdf_education
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図表 7：S&P 500 の各セクターの位置付け 

指標 

浮動株調整後

時価総額

（FMC） 

均等加重

（EW） 

セレクト・ 

セクター

（5/25/50） 

35/20 日次 35/20 20% 15/60 
15/40 プラ

ス 

セクター・ 

エンハンスト

加重・スクリ

ーンド 

シャリア セクター除外 

ウェイト付け 
浮動株調整後

時価総額加重 
均等加重 

浮動株調整後

時価総額加重

方式（ウェイ

ト上限ルール

を適用） 

      
浮動株調整後

時価総額加重 

浮動株調整後

時価総額加重 

一次ウェイト

上限 

構成銘柄のウ

ェイト上限な

し 

各セクターの

構成銘柄数を

Nとした場

合、各銘柄の

ウェイトは

1/N 

1 銘柄のウェ

イト上限は

25% 

最大構成銘柄

のウェイト上

限は 35% 

最大構成銘柄

のウェイト上

限は 35% 

1 銘柄のウェ

イト上限は

20% 

最大構成銘柄

のウェイト上

限は 15% 

最大構成銘柄

のウェイト上

限は 15% 

最適化手法を

用いて目的関

数を最小化 

構成銘柄のウ

ェイト上限な

し 

構成銘柄のウ

ェイト上限な

し 

二次ウェイト

上限 
  

5%超のウェ

イトを持つ銘

柄の合計ウェ

イトは、指数

全体の 50%

以下 

1 銘柄のウェ

イト上限は

20% 

1 銘柄のウェ

イト上限は

20% 

 

上位 5銘柄

の合計ウェイ

ト上限は

60% 

上位 5銘柄

の合計ウェイ

ト上限は

40% 

ESG 目標、

環境目標、脱

炭素化目標お

よび指数の要

件をすべて満

たす 

  

リバランス 

頻度 
四半期ごと 四半期ごと 四半期ごと 四半期ごと 四半期ごと 四半期ごと 四半期ごと 四半期ごと 年 1回 四半期ごと 四半期ごと 

追加ルール   

四半期ごとに

二次ウェイト

調整の要否を

確認 

毎月、ウェイ

ト上限と二次

ウェイト調整

の要否を確認 

毎日、ウェイ

ト上限の要否

を確認 

  

半年ごとに二

次リバランス

を実施 

毎日、ウェイ

ト上限の要否

を確認し、四

半期ごとの見

直し、四半期

ごとの

UNGC 適格

性審査および

臨時リバラン

スを実施 

シャリア適格

企業 
 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス LLC。2026年 3 月現在の情報。表は説明目的のために提示されています。指数メソドロジーに

は、分散要件の判定日時点で、いずれの企業のウェイトも所定の上限を超えないよう、上限を下回る水準にバッファが設定されています。た

だし、リバランスと次回リバランスの間に市場価格が変動することにより、構成銘柄のウェイトが目標とする上限を上回る場合があります。

この表は、メソドロジーの詳細、方針、手順、及び指数算出に関して詳細な説明を提供する補足資料と併せてお読みください。メソドロジー

及びキャッピングに用いられるバッファの詳細については、株価指数の方針及び実務、S&P 米国株価指数メソドロジー、S&P 500プラス・

セクター・エンハンスト加重・スクリーンド指数メソドロジー、及び S&P シャリア指数メソドロジーを参照ください。 

https://www.spglobal.com/spdji/en/documents/methodologies/methodology-sp-equity-indices-policies-practices.pdf?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-us-indices-methodology/?utm_source=pdf_education?utm_source=pdf_education?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-500-plus-sector-enhanced-weighted-screened-indices-methodology/?utm_source=pdf_education?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-500-plus-sector-enhanced-weighted-screened-indices-methodology/?utm_source=pdf_education?utm_source=pdf_education
https://www.spglobal.com/spdji/en/methodology/article/sp-shariah-indices-methodology/?utm_source=pdf_education
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